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*  釧路高専創造工学科  

１．はじめに

平成25年（2013年）にタイ，バンコクにあるキング

モンクット工科大学ラカバン校(以下，「KMITL」と

いう）と学生交流を中心とした交流覚書(MOU)を締結

し，学生交流を開始している．来年度，平成30年度で

交流協定締結5年目を迎えることから，平成29年9月5
日，岸校長，小松国際交流副室長がKMITLを訪問し，

これまでの交流活動の評価，最新の動向についての情

報交換，今後の活動についての方向性，MOUの改訂等

について協議を行った．KMITLからは学長代行，副学

長（対外協力担当），副学長（国際交流担当），国際

本部スタッフが出席し，活発な協議を行った．この

KMITL訪問に併せて，釧路高専から派遣した専攻科生

3名の研究室を訪問し，派遣学生との面談，指導教員と

の懇談も行うことができた．

また，タイ，バンコクには高専機構が交流包括協定

を締結している泰日工業大学(以下，「TNI」という)
があり，日本の大学，高専との交流を積極的に推進し

ていることから，翌9月6日にTNIを訪問し，TNIおよび

釧路高専の概要説明を相互に行い，今後の交流の可能

性等について意見交換を行い，TNI学内の施設設備の

見学を行った．

２．訪問日程概要

以下に今回の訪問日程概要を示す．今回訪問した9

月は雨季とのことで，主に夜半に雷雨が激しく，日中

もTNI訪問時に激しい雷雨に見舞われたが，いずれも

地域限定的な雷雨であるとの説明であった．タイの夏

は過ぎたとはいえ，日中は気温が30度，湿度が75%あり，

歩くと汗が噴き出るような気候であった．

9月3日：釧路羽田移動，東京泊

9月4日：羽田バンコク移動，KMITL国際部スタッフ

出迎え，スケジュール打合せ

9月5日：KMITL訪問

9月6日：TNI訪問

9月7日：バンコク羽田移動

9月8日：羽田着，羽田釧路移動
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International Exchange Agreement with King Mongkut’s Institute of Technology Ladkrabang 
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３．キングモンクット工科大学訪問

３．１ KMITL側出席者

9月5日，朝10時にKMITLを訪問した．KMITL側の出

席者は以下のとおり．

(1) Supan Tunbjitkusolmun, Ph.D.
    Senior Executive Vice President for Academic Affair 

(Provost) 
大学の学術系の学部長で，今回の訪問時は学長が海外

出張で不在とのことで，学長代行として出席．

(2) Tanawan Pinnarat, Ph.D.
   Vice President for Corporate Relations
対外協力担当の副学長，女性．

(3) Chaiyan Jettanason, Ph.D.
   Vice President for International Affairs
国際交流担当の副学長，36歳と大変若い．

(4) その他，国際部スタッフ

３．２ KMITLの最新動向

まず，KMITLを4年ぶりに訪問し，その変化，成長

戦略に驚かざるを得なかった．以下，感想を含め，主

な情報を示す．

(1)KMITLは工学部の中に，International Programs を設

置し，英語のみのカリキュラムを組んで留学生の呼び

込みはもちろん，自前でInternational Engineerを育成す

るコースを設置している．現在，Computer Innovation 
Engineering をはじめ，6コースが設置されている．

(2)全く新たな試みとして，国際中学高等学校

(International Demonstration School) を本年度から設置，

入学年次が中学1，2年，高校1年に相当する学生を集め

た国際学校(International School)を併設し，KMIDSと命

名して運営を開始していた．授業は全て英語で行われ，

教員もほとんどが米国から採用しているとのこと．

International Programを持つKMITLとしては優秀な学生

を中学，高校から育成する戦略であるが，この発想の

転換には驚かざるを得ない．キャンパスのバスケット

コートで中学生らしき若者がコーチについてバスケッ

トの指導を受けていたが，このコーチの指導は流暢な

英語であった．タイも日本と同じように少子化が進ん

でおり，優秀な学生を大学が確保したいという思いは

タイの大学も同じ．この戦略が3年後，6年後にどうな

っているか評価が楽しみでもある．

(3)KMITLでは現在約200の大学，研究機関と交流の

MOUを締結しており，今後も交流機関を増やす予定であ

る．特に米国の大学と学術交流協定を結ぶにあたって

は，大学ランキングを必ず聞かれるので，ASEANでの大

学ランキング10位内に入るべく戦略を練っている状況

である．KMITLは現在，成長戦略の上に立って大きく動

き出している．

(4)交流MOUは約200件に対して，年間の交流学生，

教員数は約400名との説明であった．MOU件数に比較し，

実態の交流件数は多く無いようで，留学資金支援など

の予算問題もあるようであった．この点，JASSO奨学金

支給がある釧路高専は魅力のようである．新たな協定

校の開拓にも熱心で，先月は副学長（国際交流担当）

と国際部スタッフがヨーロッパに出張し，フランスで

は6大学を訪問したとのことであった．

(5)KMITLでは世代交代が進行している．かつて，日

本の大学で学位を取得した世代の教員は定年（60歳）

を迎える時期に来ており，これに替わり，米国MITや
英国，フランスで学位を取得した若手研究者・教員が

確実に増えている．フランスの大学で学位を取得した

国際交流担当の副学長は36歳という若さで，エネルギ

ッシュに世界を飛び回っている．今回，海外出張中で

会えなかったが，大学パンフレットに載っている学長

は米国MITで学位を取得，40歳前後であろうか，大変

若い．研究者としての実績も高く，インターネットで

検索ができる．学長のメッセージからは，「2020年ま

でにASEANでトップ10の大学になること」との戦略を

明確に打ち出し，そのために学長就任時に以下の五つ

の公約 (Five Policies)を提言している．

1. Good Governance & Management
2. World Class Academic Programs
3. Innovative Research Clusters
4. Conductive Infrastructure 
5. Quality of Life & Harmony

会議で学長代行の発言にあった「ASEANでのトッ

プ10」はまさしく学長が打ち出した戦略であり，

KMITLの戦略は，”To be World Class” が浸透してい

る． 2013年当時，交流協定締結で訪問したときの学

長は，その後，汚職等の問題があって失脚している．

当時の国際部スタッフからも学長の女性問題など，耳

打ちされることがあった．新たな学長が打ち出した

“Good Governance & Management” はまさしくこ

の反省に立っていると考える．

かつて日本のODAで成長したKMITLの姿はそこに

は無く，ASEANでのトップ10，ワールドクラスを目指

す先鋭的な大学がそこにある，という思いであった．
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写真.1 学長代行と記念品交換

写真.2 ミーティング後の記念撮影，右二人が副学長

写真.3 ゴルフクラブハウスでのビジネスランチ

３．３ 国際交流に関する情報交換，協議

(1)受入・派遣評価

KMITLを訪問するに当たって，釧路高専での受入

学生の評価を説明・報告するための資料を出張前に作

成した．いざ，5年分の受入学生の資料をまとめると

なると，まとまって整理された資料も無く，学生の成

果報告会資料も見つからない有様であった．

KMITLの会議では，最初にKMITL側から資料配布

があり，釧路高専との交流のログが正確に整理されて

いた．200の大学・高専とMOUを持ちながら，よく整

理されているとの印象であった．

表.1はKMITL側が示したこれまでの受入・派遣人

数である．それぞれの受入年度ごとの記録写真もよく

整理されており，引率教員および在外研究で滞在した

電気工学科・千田教員，齋藤教員の写真もよく整理さ

れていた．また，2013年には電子工学科の学生・教員

50名がKMITLを訪問し，キャンパスツアー，文化交流

などでお世話になったことも忘れてはいけない．

釧路高専からは，釧路高専概要説明（学科改変等を

含む），これまで5年間の受入学生評価についての説

明・報告を行った．説明資料の抜粋を図.1，2に示す．

釧路高専における受入イベント，異文化交流につい

ては，その種類の多さに感謝された．今後の課題は両

機関とも如何に交流活動を活性化させるかであるが，

予算の問題，教員や学生のメンタリティの問題など，

共通の問題がある．

表.1 KMITLがまとめた派遣・受入実績

Year 2013 2014 2015 2016 2017
派遣 4 5 5 4 3
受入 1 1 1 6 7

グループ 50 0 0 0 0

図.1 釧路高専からの受入評価説明資料

図.2 5年間の受入学生総合評価
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特に，KMITL学生の総合評価は2017年度が極端に

低いことについては，「どんな問題があったのか」，

副学長のTanawan氏から質問があり，寮生活に問題が

あったことを正直に告げた．Tanawan氏からは謝罪と

共に，来年度以降，本件については派遣学生の選抜時

にフィードバックをかけて二度と起こらないようにし

たいとの発言があった．

今年度の受入KMITL学生3名の英語力が低いこと

については，国際部スタッフも分かっていたようであ

る．通常行われる選抜時の英語面談が担当教員の都合

でなされず，国際部が面談をしたときに分かったよう

だが，学生を派遣する学部側判断としては，「研修には

問題が無いレベル」との判断で，JASSO奨学金の条件，

GPAが2.3以上をクリアしていることもあり，送り出

したようである．

結果的にコミュニケーションの問題が随所で発生し，

受入側としても大変苦慮する場面が多かった．

残念ながら，英語のコミュニケーション力不足は日

本側にもある．昨年度派遣した4名については，

KMITL研修中は常に行動を共にし，生活の不満をた

めている様子が伺えたが，これは全て英語コミュニケ

ーション力不足から来るもので，理解，共感できない

ものに対して起こる「異文化拒否」の症状であること

が後から分かった．このようなことでは，KMITL側
に迷惑をかけたこと私からも謝罪せざるを得なかった．

ワールドクラスを目指すKMITL側にとっても，学

生のモチベーション低下の問題は同様に抱えているよ

うである．

３．４ MOUの改訂について

2013年に調印した学生交流に係るMOU改訂につい

て調整を行った．改訂に関係する箇所は，高専機構・

釧路高専の英語表記が変わったこと，KMITLからの

受け入れ時期がセメスター変更の関係で6月になった

ことのみで，特段，現状の交流プログラムに影響する

部分は無い．このため，5年目となる来年度までに双

方で検討し，修正を行う場合はその旨申し出てもらう

こととした．

３．５ 派遣学生面談，指導教員との懇談

KMITL訪問時に併せて，釧路高専から派遣中の短

期留学生（専攻科1年，3名）の研究室を訪ね，研修の

様子や感想を聞き，また指導教員，研究室メンバーに

学生たちの研修の様子を尋ねた．

研修最後の週ということもあり，「時間があっという

間に過ぎた」ということを異口同音に述べていた．

写真.4 専攻科・佐々木君と研究室指導教員(右から2番目)

写真.5 専攻科・羽賀君と指導教員(右から2番目)

写真.6 専攻科・村田君と指導教員（左から2番目）

研究室によっては，大学院生，卒研生，併せて20名
も抱えている教員もいる．このような研究室は，学生

の活気もあり，ユニークな研究を進めている．博士課

程の学生を4，5名抱えている指導教員もいて，テーマ

選定も大変であるが，大学院生が学部卒研生の研究指

導を行うため，研究室も成り立っているものと思われ

る．

英語コミュニケーションについては，概ね問題ない

ようであったが，ある若い指導教員が受入学生の英語

力に不満を持っていることを研究室訪問時に国際部ス

タッフから耳打ちされた．研究室訪問の感想だが，大

学を出たばかりの若い指導教員で，学生だけの責任で

はなく，指導教員の指導力不足も正直感じた．
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派遣前に，学生たちにはKMITLでの研修テーマは

必ずしも自分の特別研究にマッチングが取れるもので

はないことを説明しており，与えられたテーマに真摯

に取り組んでいた．

ただ，自分の研究テーマにこだわり過ぎて，土木工

学科の研究室に配属された学生がいた．電子工学専攻

の学生にとって，畑違いの学科は専門用語も異なるの

で，辛い研修になったものと思われるが，自分の特別

研究に執着せずに，電子工学分野の研修テーマを見つ

けるべきであった．KMITL到着時の初期に，英語で

のコミュニケーションを上手く取らないと研修テーマ

のミスマッチングが発生するので，今後の反映事項で

ある．

３．６ 工学部長との面談

KMITLからの派遣元は工学部がメインであり，釧

路高専学生のKMITL受入も工学部になる．今回は，

国際部スタッフ，Lalitaさんの取り計らいで，工学部

を訪問し，学部長，および学部の国際交流担当教員に

面会した．

面会者を以下に示す．

(1) Assoc. Prof. Komsan Maleesee
   Dean of Engineering 工学部長

(2) Assoc. Prof. Dr. Uma Seeboonruang
   Assistant Dean for Finace and International 

Affairs 工学部長代理（予算・国際交流担当）

(3) Yossiri Ariyakul, Ph.D.
   Assistant Dean for Relation Affair
  工学部長代理（対外担当）

(4) Tharinee Lumyong
   Head of International Affairs at Faculty of 

Engineering （工学部交際交流室）

(4) Assistant Prof. Dr. Wipoo Sriseubsai 
   Department of Industrial Engineering

2016年のKMITL引率教員

工学部長室に案内され，学部長，その他関係出席者

と懇談を行った．予定外の訪問ではあったが，今回の

訪問の経緯を説明し，また本日の会議の内容や派遣学

生3名の研究室をそれぞれ訪問したことを説明し，交流

の協力について謝意を表した．

今回の訪問で分かったことは，学部ごとに国際交流

室があり，派遣学生の人選や引率教員の決定を行って

いること，学内全体の国際交流マネジメント・調整，

国際交流戦略展開，協定校への窓口は副学長を置く国

際交流本部 (Department of International Affairs) 

が担当していることである．

このため，大学として派遣学生の決定までは多くの

学内プロセスが必要であり，受入研究室決定まで多く

のプロセスがあり，これまでの釧路高専からの連絡タ

イミングでは遅すぎることも理解できた．これは逆に

釧路高専の学生を派遣する場合にも当てはまり，受入

研究室決定までに多くのプロセスがあるため，早期に

派遣学生に関してKMITL側と連絡を取り合うことが必

要である.

４．泰日工業大学訪問

４．１ TNI側出席者

9月6日，朝10時に泰日工業大学(TNI)を訪問した．

TNI側の出席者は以下のとおり．

(1) Dr. Bandit Rojarayanont
   President
学長は東京工業大学で学位を取得しており，日本語が

流暢である.
(2) Porn-anong Niyomka Horikawa
   Vice President, International and Public 

Relations
副学長で国際交流広報担当，女性．東北大学で学び夫

が日本人のためLast NameがHorikawaである．

(3) Assoc. Prof. Ruttikorn Varakulsiripunth, Ph.D.
   Dean, Faculty of Information Technology
情報技術学部の学長で，KMITLを定年退職し，TNI
に移籍した．KMITLでは副学長（国際交流担当）で，

釧路高専に招聘し講演を依頼したことがある．今回の

TNI訪問はRuttikorn先生にお願いして実現したもの

である．

(4) Prajak Chertchom, Ph.D.
   Assistant Dean for Academic Service
(5) Daisuke Kosaki （児崎 大介氏）

   International Relations
現地採用の日本人で，国際交流スタッフである．

４．２ TNIの概要，最新動向

学長からのTNIに関する概要説明を要約すると，以

下のとおりである．

(1) 泰日工業大学 (Thai-Nichi Institute of 
Technology) は,タイ－日友好とタイ産業界の人材育

成を目的として設立された泰日経済技術振興協会

(TPA: Technology Promotion Association) を母体と

している．TPAは1973年に設立された非営利団体で，

タイで各事業や産業，社会貢献活動を行っている．

(2) TPAは2003年の創立30周年を契機に，産業界へ
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の多岐にわたる研修事業，実績を踏まえ，TPA内外の

専門家ネットワークを活用することで，優秀な産業人

材の育成とタイ産業界への人材供給のために大学設立

を目指した．特にこの事業は日本企業と連携すること

により，「タイにおける日本型ものづくり実践教育」

を中核とする特色ある大学設立を目指した．

(3) 10年前の2006年，タイ教育省による大学設立が認

可された．学部構成は以下に示すとおりである．

●工学部：

 自動車工学

 生産工学

 コンピュータ工学

 産業工学(Industrial Engineering)

 電気工学

▼情報技術学部：

 情報技術学

 マルチメディア技術学

 ビジネス情報技術学

◆経営学部：

 工業経営学

 日本語・経営学

 ビジネス/工業経営学

 国際経営学

 会計学

 日本的人事管理学

■大学院修士課程：5課程

TNIは商工業界のニーズに応えるべく設立され，「改

善」「物つくり」「反省」「敬意」「誠実」「公益」

をモットーとしている．在籍学生数は約4,400名で，就

職率は100%で，日系企業に約半数が就職している．学

生全員に外国語教育として，日本語，英語が必修科目

になっている．

年度の新入学生は1,500人であるが，タイも少子化が

進んでおり，学生確保，定員充足が厳しい実情である．

また，KMITL同様，来年からInternational Program
をスタートするとのことである．

４．３ TNIの国際交流

日本の大学，高専等とは58機関の交流協定を締結，

ASEANの大学とは8大学との協定締結をしている．高

専機構とは包括協定が締結されており，5つの高専（長

岡，長野，鶴岡，香川，サレジオ高専）と交流を行っ

ている．長岡高専とは自動車の関係で交流が盛んであ

るとの紹介があったが，キャンパス内の施設見学をし

ているときに，偶然ではあったが，長岡高専学生約10

名と引率教員2名を含むグループがTNI学生と

ARDUINOをベースにしたプロジェクトを協同で実

施している場面に出くわした．これは長岡高専と交互

に実施しているプロジェクト(PBL)であり，開催校が

プロジェクトテーマを企画する．今回のテーマは

“IoT-Oriented Hackathon Competition” と銘打って

日本人，タイ人学生がチームを組んで課題に取り組ん

でいた．（写真.10参照）

TNI学生の海外派遣のうち，日本には毎年300名程度

を短期留学等で派遣しており，毎年50名に奨学金を支

給しているとのことであった．

TNIが受け入れプログラムとして力を入れているも

のに，8月に10日間実施する「サマープログラム」があ

る．これは日本の大学，高専学生40名をTNIに受け入

れ，TNI学生との交流のほか，マングローブ植林や小

学校訪問などのアクティビティが準備されている．こ

のプログラムは，TNI学生が日本語で話したいとの企

画もあり，英語でのコミュニケーションを重視せず，

また，内気な日本人学生同士の交流も企画のうちであ

るとの説明があった．ハードルをここまで思い切り下

げたプログラムではあるが，海外が初めての日本人学

生の背中を押すにはちょうどよいのかも知れない．

写真.7 学長と記念品交換

写真.8 右から学部長，副学長，学長
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写真.9 図書館閲覧室

写真.10 長岡高専とのPBL

５．おわりに

KMITLを4年ぶりに訪問し、KMITLが協力に推進す

る新たな国際戦略に、正直驚いた。4年前に比較し、そ

の国際戦略が大きく変わっていたからである。

会議で学長代行の発言にあった「ASEANでのトップ

10」はまさしく学長が打ち出した戦略であり，KMITL
の戦略は，”To be World Class” がまさしく学内に浸透

している．具体的な事例は、工学部の中に，International 
Programs を設置し，英語のみのカリキュラムを組んで

留学生の呼び込みはもちろん，自前でInternational 
Engineerを育成するコースを設置している．現在，

Computer Innovation Engineering をはじめ，6コースが

設置されている．また、斬新な試みとして，国際中学

高等学校(International Demonstration School) を本年度

から設置，入学年次が中学1，2年，高校1年に相当する

学生を集めた国際学校(International School)を併設し，

KMIDSと命名して運営を開始していた．授業は全て英

語で行われ，教員もほとんどが米国から採用している．

International Programを持つKMITLとしては優秀な学生

を中学，高校から育成する戦略であるが，この発想の

転換には驚かざるを得ない．

KMITLでは現在約200の大学，研究機関と交流の

MOUを締結しており，今後も交流機関を増やす予定で

ある．特に米国の大学と学術交流協定を結ぶにあたっ

ては，大学ランキングを必ず聞かれるので，ASEAN
での大学ランキング10位内に入るべく戦略を練ってい

る状況である．KMITLは現在，成長戦略の上に立って

大きく動き出している．

かつて日本のODAで成長したKMITLの姿はそこに

は無く，ASEANでのトップ10，ワールドクラスを目指

す先鋭的な大学がそこにある，という思いであった．

KMITLとは今後も継続して信頼関係の醸成に努め，

活動の活発化を推進したい．

また，今回はタイ訪問の2日目に泰日工業大学

(Thai-Nichi Institute of Technology) を訪問し，学長

以下，副学長，学部長と将来の学生交流の可能性につ

いて懇談する機会を得た．日本の大学，高専等とは58
機関の交流協定を締結，ASEANの大学とは8大学との

協定締結をしている．高専機構とは包括協定が締結さ

れており，5つの高専（長岡，長野，鶴岡，香川，サ

レジオ高専）と交流を行っている．

TNIの特色から，日本語を話せる学生や日系企業へ

の就職を希望する学生が多いことなど，交流機関とし

ては日本人学生とはこれまでになかったタイプの交流

の可能性，すなわちコミュニケーションのハードルが

低く設定できる，などの別な要素が出てくるのではな

いか，と想像している．

TNI側が釧路高専との交流拡大につなげたいのは明

確であるが，今後さらに交流の可能性について具体的

な検討を推進したいと考えている．
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